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一
〕
わ
を
い
吠
に
比
「
効
と
す
る
取
幼
い

が
さ
れ
〔
吟
一
な
か
う
た
こ
レ
九
14州
日
戸
川
ド
制
苫
で
あ
乙
一
工
)
か
ら

f
b
と
、
市
m
J
苅
科
条
山
収
が
空
貨
仙
契
約
書
h

巳
ん
ツ
〉
コ
ー
ト
ト
~
↓
J
こ
一
】
ぷ
弘
子
、
公
司
1

1

日
γ
J
〆
!
1
h
J
L
戸
イ
専
も
j

も

出
入
賞
品
H
人
の
出
に
更
正
材
料
の
ぷ
お
叩
T
J
q
z
w

官
町
佐
な
台
高
u
b
成
げ
一
て
い
る
い
弘
人
口
に
、
宣
伝
人
と
首
貸
人
の
尚
一
、
交
一
新
日
九
ら
一
川
市
に
烹
す
る
情
報

の
日
及
ぴ
口
単
並
♂
に
十
一
心
人
出
々
に
つ
ハ
、
右
治
良
ソ
ふ
い
ほ
と
の
出
J
ハ
が
右
す
る
と
入
る
こ
レ
も
で
与
な
い

そ
つ
す
る
し
y

、
笠
公
仏
契
約
」
「
t

比
的
か
コ
具
体
的
に
「
一
廿
戦
ぐ
一
丸
れ
た
川
町
訓
件
条
点
辻
、
小
、
引
科
の
銅
が
伍
戸
J
M
叶
的
制
、
H
H
m
げ
は
竹
伊
ん
し
判
い
か
可
所
さ
れ
る

同
日

3
に
問
、
九
)
け
川
何
引
い
み
ア
ざ
る
な
}
心
持
伐
の
主
一
市
か
な
い
限
灯
、
川
賞
省
長
約
問

ハ
J
条
に
つ
守
一
片
山
出
合
各
、
第
一
品
に
刻
ぺ
す
る
基
化
防
出

い
反

L
、
内
空
討
の
刊
誌
を
一
江
川
に
害
す
る
も
の

に
は
当
た
一
J
な
い
と
附
す
る
の
が
桐
当
で
あ
る
り

F}れん
4
十

F
Tに
一
J
一
い
て
み
る
と
、
別
引
い
認
定
事
実
に
主
れ
ば
、
本

f
長
戸
(
は
本
件
契
約
討
に
一
主
的
か
っ
明
作
t

「
ド
載
さ
れ

C
い
る
と
こ
ゐ
、
そ
の

川
存
は
、
い
~
新
料
の
稿
全
員
削
炉
の

か
川
け
ハ
?
と
し
、
ト
ム
北
川
百
貨
伊
川
叩
者
約
が
ど
引
さ
れ
る
出
向
を
一
九
千
同
ζ
t
d
る
も
の
号
、
あ
J
，
一
て
、
上
記
特
段
の
事
情
が

打
川
す
る
レ
は
い
え
ず
、
こ
れ
そ
れ
費
者
閉
山
約
法
口
々
誌
に
よ
什
ι

需
品
と
一
タ
る
こ
?
y

ば
℃

3
4
い
c

ま
た
、
ご
れ
」
T
t
c
ω
U
J
丈
レ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

s
b

れ
設
現
を
、
渋
地
出
家
1

仏
一
一
パ
川
一
宋
い
り
つ
同
1

仏
J
山
中
二
平
h
切
断
内
対
比
F
h
U
M
V
る
岬
…
犯
で
建
物
内
宮
川
市
人
ド
T

川
利
な
あ
の
と
い
け
も
汁
F
)
ト
y

一
も
で
き
&

し、
三

如

引

〕大
山
決
作
山
土
門

木
刊
ム
ー
へ
は
、
消
音
お
い
契
約
J

C

久
本
が
憲
法

九
条
一
取
に
造
反
〆
な
工
一
と
を
初
め
て
刊
一
七
ー
ヲ
る
も
の
ご
あ
る
し
ま
士
、
賃
貸
出
川
人
約
に
お
け
る

史
新
料
け
刊
一
約
に
ノ
ー
て
は
、
出
ム
読
者
契
約
汁
い

r

)

条
に
よ
h
h
m
効
か
こ
う
か
む
一

h

級
事
と
山
内
州
が
り
，
か
h
u
-
-
L
2
L
三
)
ろ
、

件
、
に
持
約
は
一
円
、
長
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泣
反
J
、
す
方
切
一
に
あ
る
と
す
る
民
高
裁
の
す
均
を
小
工
」
も
の
で
あ
る

fu条
の

1

任
務
ぉ
規
定
一
が

そ
の
円
、
体
的
川
断
に
お
い
一
丸
、
消
授
昔
ね
ん
約
法

川
文
の
胤
主
だ
け
で
な
/

2

れ
に
の
法
埋
も
含
む
F

-

と
も
引
ら
か
に

l
て
い
ん
vo

京
稿
、
、
ほ
本
判
伐
の
内
悼
H

J

九
句
、
判
決
て
に
沿
ノ
て
、
由
民
古
い
許
約
凶

ハ
託
の
害
-
K
一
子
公
一
項
述
人
口
汗
(

)
、
更
が
将
の
河
口

一
¥
山
F
Z

山
川
特
約
の
ほ
告
釘
史
的

μ

一
心
条
ウ
一
日

5
性
(
同
)
、
机
門
担
川
口
家
主
山
一
一
r

〕
条
設
I
-
一
性
-
丘
、
の
附
に
松
討
し
、
長
役
に
本
判
決
の
初
旬
ヰ
一
地
え
る

消早引い汁封入
μ
別
人
山
一
{
)
条
/
長
一
芯
込
九
年
羽

木
刊
に
お
山
J
Q
引
法
f
h

閃
ー
一
。
;
ハ
民
法
人
の
告
叫
山
は
、

消
計
者
刺
六
約
法

へ
し
条
の
つ
川
萱
V
6
の
利
拾
を
点
的
に
主
7
9
7
0
条

m
L
L
一
ハ
、
つ
入
門
が

山
川
砕
川
一
々
々
え
さ
、
出
世
古
契
約
J

け
い
山
手
μ
山
ほ
借
地
世
家

ι

誌
の
R

で
有
効
ご
あ
っ
た
玄
新
y
f
斗
ア
引
が
同
法
山
批
判
忠
一
よ
じ
た
快
、
岨
約
一
」
h

ハ
ノ
き
に
な
。

と
、
目
白
人
は
不
自
引
人
的
い
各
人
f
二
世
を
一
人
ノ
る
か
ら
、
産
喰
山
り
の
保
ヂ
J

た
め
め
る
害
同
九

κ

一
一
日
ド
ド
ヨ
以

刈

L
て
本
下
は
は
、

川
苫
一
枠
内
陸
剤
、
件
叫
ん
J

は
亭
戸
多
段
て
あ
け
、
ま
た
、
川
町
咋
枠
f
h
h
れ
す
る
現
制

4
t吏
l
y
T
ゐ
任
主
的
白
庄
な

υ
L
E的
4

虫却l料特ぶ1J)泊貨当事~~:':i iて U~を l 支 I;性

事
は
に
わ
た
る
」
今
日

h
u
v
亡
、
主
法
注
ム
口
惜
は

円
谷
、
そ
の
規
制
?
一
ょ
っ
と
い
限
さ
丸
る
財
産
枠
/
稲
山
知
、
れ

現
引
の

H
f、
4
耐久己、

日
以
及
び
事
ロ
カ
川
恒
出
月
一
手
を
比

1

民
街
『
?
て
判
断
」
リ
ベ

3
t
}斗

9
P
Z
M
!人
刊
わ
十
民
羽
川

一円以必ハ
f
t
ハ穴〕

「で

'o 

υ?を
引
用
3
1
泊
針
ヰ
寸
知
人

約
法
一
け
一
条
が
川
口
一

九
条
一

JY、
二
忠
臣
じ
な
い
の
止
そ
の
冊
一
日
「
か
ら
川
、
一
が
で
あ
る
j

し
た

太
判
決
が
引
は
す
る
技
判
山
成
人

ア
九
頁
は
、

しれ
μ
ゆ
る
μ

一
一
相
会
不
江
川
阿
川
什
約
十
十
一
件
に
い
一
山
民
)
て
I
川
町
青
山
六
し
む

〕

ι
v
k
え

宍
J 

丸々
~米一一
J
冶
合
性
M
J
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
i
l

川
誌
は
、

λ
条

円
勺
は
刊
行
君
が
事
茶
話
シ
一
行
間
的
枠
主
に
よ
}
一
t
r
t
i

+十

h
q争心

K
4
J

の
f
t
w
止

に
利
、
L
M
L
E

コ
さ
れ
る
ご
と
を
防
止
一
す
る

1

的
に
よ
る

b
m
¥
広
寸
が
「
的
注
投

η
]段ト

y

し
て

E
受
性
や
き
同
刊
存
に
く
も
の
で
は
な
い
か
り
窓
払

条

ひ
冬
、
は
九
条

M
H
d
J

一
L
U
口小川
h
f
d

共
有
〆
、

八
一
条
が
心
め
ん
今
日
比
法
成
の
ず

品
に
辺
一
刈
円
以
な
い
U

口
テ
刈
示
〆
戸
、
い
る

4

川
同
音
七
主
主
約
川
山

r

…ぇ
J
h
u

寄
下
六
に
引
坦
口
、

J

ナ
ー
か
い
レ
一
ミ
れ
た
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主
新
制
刊
の
件
む
、

1':;: 1刊副I究

児
新
判
ハ
砕
い
約
の
V
H
!
?
来日間人内庁、

。
条
該
当
一
件
判
断
の
砕
い
討
に
人
ノ
ハ
一
。
木
判
た
も
、
従
ヌ
w
f
弱
者
裁
判
例
と
判
じ
よ
J

に
、
特
約
の

以
下

んれバ心
vl
ル
ム
同
附
に
あ
た
っ
て
主
新
料
の
也
v
M

了
J

}

て
、
た
べ
る
と
ヲ
ろ
か
り
始
め
る
仙
宮
北
村
は
特
約
の

川
、
朱
川
段
該
当
朴
、
役
段
品
中
寸
位
、
治

辿
借
家
町
一
一
心
条
件
当
日
の
判
断
に
影
響
す
る

j

市
~
刻
州
什
の
投
そ
は
阿
川
泊
二
〈
い
年
か
ム
凶
ハ
ノ

4F}
ろ
に
始
ま
一

J

七
レ
Z
N
れ
て
い
る
が
、
刷
、
新
刈
に
同

7
へ
汗
出
辿
の
埠
定
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
収
乃
4

さ
る
-
そ
出
九
め
当
設
契
約
の
、
d
手
当
い
お
し
に
Jγ

の
よ
λ

な
軌
い
じ
日
f
w
~
託
料
が
ほ
μえ
さ
れ
た
か
は
、
，
コ
該
{
主
勺
告
の
意
円
一
併
釈
に
よ
(
て
決
め
ら

行
る
-
」
し
に
い
必
司
令
。

裁
判
」
ム
刊
し
は
%
相
ず
か
り
、
足
利
叶
叶
の
性
告
と
し
て
、
打
』
八
刈
の
補
充
(
叫
一
-
以
い
・
長
H

山
二
異
議
惟
H

州
日
曜
の
i
h
r

旬
、
主
判
梓
強
化

muyf
州
、
将
来
的
紛
争

六
百
勺
香
川

ι寸
る
紛
争
肝
決
念
、
持
に
世
地
守
党
約
に
つ
し
て
は

r地
!
の
注
物
の
活
改
出
仁
川
V

庶
却
い
が
な
ど
の
矧
川
が
あ
る
ム
工
が
υ
一
は
め
ら
れ
て
だ
が
、

白
ハ
洋
的
事
例
ニ
レ
に
川
?
(
な
三
-
L
M

け
ま
庁
、

い
ず
れ
均
一
つ
の
門
賞
ヰ
一
認
七
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
向
日
の
什
慣
を
認
定
す
る
も
の
も
あ
っ
と

r
f
n
札

山
川
喜
一
惟
利
金
-
巾
~
刈
刈
の
れ
何
総
合
解
説
"

、一ゴいトぃ
h

川
、

J

ヘ

ilr-

f

l

f

f

f

J

 

ヘj
t

一
(
一
一
μ円

4
f決
が
け
h
E
υ
L
d
ノ
ノ
己
批
大
宇
陀
ね
士
山

L
-
山
e

二
九

に
長
二
八
在
ハ
号
、

。
貞
も
、
t

山
地
γ人
約
戸
主
川
別
で
あ
る
が
、
一
一
泊
料
の
山
払
、
方
五
作
放
棄
の
対
附
、
松
斗
解
決
ム
司
乃
色
一
宵
安
心
寸
る
と
し
て
い

る

し

一工
j
t
d

、
F
f

d
H
1
t
 一
牛
の
中
山
科
一
宇
日
日
日
法
施
打
ぶ
降
、
埋
初
主
任
、
常
担
〈
約

γ
お
け
る
更
新
料
持
し
初
日
か
同
Jμ

一
心
長
の
ん
山
町
y

条
山
口
山
川
別
制
山
jA民
'
L
」
な
る
か

と
う
か
が
間
短
〆
一
さ
れ
、
特
ト

ι

一
円
小
部
の
字
阿
℃
ニ
の
口
を
午
、
つ
有
訟
が
相
恥
い
こ
人
J

y

見
札
前
川
円
内
長
戸
え
れ
は
民

h
i

ん
川
州
主
的
方
が
品
い
か
、

開
問
中
一
雫
ど
は
や

契
約
て
刀
伺
賃
料
の
一
か
刀
苛
の
区
新
料
と
い
っ
例
が
多
〈
、

一
校
的
シ
相
同
が
閑
内
地
方
、
特
に
不
都
J
n
も
れ
い
じ

zbず
/
、
民
剖
料
の
伯
質
じ
っ

L

I

之
江
代
行
パ
人
慌
の
訳
誌
と

l
て

吾
川
ア
げ
h

れ
る
の
が
も
口
小
杭
C
は
mR
刈
心
削
仏
、
民
い
山
れ
で
は
千
波
川
和
L

一L
J

J

}

と
で
(
松

E
K川久

J

〈
計
d

H
仲

j
l
出

試
の
品
代
j

叫
す
品
川
己
〔
プ
ロ
グ
ノ
ス

叫
]
白
円
以
下
、
刊
に
一
一
r

宵円以

l

べ
I

I

八七
H
H
J
D

巷
附
J

、
川
州
民
芹
が
あ
と

木
刊
ム
ー
へ
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
ぽ
軒
町
村
と
は
「
刻
汁
が
淵
v

一
し
、
官
、
資
伯
切
ア
~
約
十
更
新
す
る
院
に
、
民
間
へ
と
賃
貸
へ
の
河
L
ほ
呈
さ
れ
る
金
円
一
で

L

み叫
h
、
必
正
常
は
辺
、
巴
f
J
P
γ
{
止
え
れ
て
い
な
い

そ
の
咋
立
に
つ
い
て
↑
、
あ
る
が

同
円
に
お
け
る
一
州
の
訴
訟
で
、
f
~
科
料
山
口
仰
を
有
効
と
よ
ヲ
る
川
比 J 
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が
史
研
判
の
什
貸
し
f
一
一
丸
、
与
け
る
の
は
下
に
ほ
賃
料
の
補
完
の
刊
質
な
し
1
f
M
h

払

十
に
防
的
あ
ム
匂
い
は
ー
辛
合
同
希
t
A
円
で
あ
る
が
旺
判
官
刊
純
作
吹
全
の

L
Y
F

加
わ
γ
宍
借
権
拍
↑
に
の
!
Y

円以川、

へ
r一
刊
民
、
一
プ
丸
山
に
弘
、
あ
る
い
は
、
賀
川
石
権
設
定
の
対
恒
の
出
加
，
な
い
し
椅
充
汁

日
あ
り
ま
た
、
7
3
m

点、山工
μ-

同
沼
y

の
場
合
は

2
M什
の
削
仏
こ
な
り
山
広
剤
約
の
場
合
は
遺
品
打
令
ζ

な
と
唄
ム
川
的
な
も
の
(
伝
一
判
、
札
一

す
る
む
の
も
あ
ゐ
っ
主
に
、
て
が
料
什
約

ヰ
一
や
効
し
ょ
す
る
判
は
、
半
事
者
の
ム
ィ
埋
的
き
目
解
釈
か
ら
は
い
か
な
る
性
質
に
つ
い

L
も
合
立
が
あ
う
た
と
は
し
、
夕
、

t
vトy
ょする
c

立
科
の
川
畑
允
レ
一
」

う
人
小
ム
主
に
つ
し

L
は
、
使
吊
収
ノ
人
皿
の
期
間
一
か
か
わ
ら
「

五
あ
ろ
ご
と
へ
、
よ
い
f

可決

t
r
T波
町
叫
り
れ
の
ぬ
ム
ロ
に
桁
位
さ
れ
な
い
ご
と
や
、
ム
マ

H
の
ポ

お
仕
を
め
ぐ
る
状
況
下
ご
は
主
新
時
じ
差
釘
泣
け
門
を
油
守
す
る
ム
吸
が
な
い

-
Z
、
あ
る
い
は
で
軒
科
を
収
受
す
る
代
わ
り
に
月
限
賃
料
が
低
偏
に

な
っ
て
U

る
こ
し
の
」
明
や
証
烈
が
な
い

P

」ト
y

を
叫
山
に

こ
の
相
」
戸
「
の
ム
ぎ
が
あ
っ
チ
レ
は
い
去
な

v
トy
一判

M
S
一
れ
る

山
札
制
拒
紺
昨
投
裂
の
対

制
と
}
よ
る
た
町
に
は
員
尚
子
J

八日山ム叉勾引戸川
ω
刊
の
ι
一
め
り
汁
当
早
川
ー
か
ん
必
阿
武
ご
あ
る
が

へ
借
地
出
家
欣
一
八
仏
、
)
活
資
打
出
口
建
物
買
伝
情
掛
川
町
二
お

い
て
宵
白
人
に
正
当
事
由
が
問
怖
さ
れ
る
こ
ζ

は
考
え
い
く
い
三
と
内
社
賞
も
十
れ

j
t
f九マ
hufS判
決
~
。
涌
出
辛
口
出
化
の
対
仰
と
い
う
件
担
に

つ
い
に
も

山
人
新
拒
聞
の
ι
J

一
め
の
正
巳
事
院
が
認
め
ら
れ
に
〈
い
北
川
で
あ
り
主
丈

午
ー
の
一
年
の
封
切
の
官
会
此
H
M
W
約
、
わ
ず
か
な
引
向
の
権

虫却l料特ぶ1J)泊貨当事~~:':i iて U~を l 支 I;性

J

宗
五
強
化
す
γ

ん
切
れ
ー
め
に
対
価
主
支
払
う
耳
元
は
小
さ
l

巾
、
札
前
向
抗
日
均
台
の
逗
軒
金
と
い
λ

併
む
に
つ
い

J

も
芝
析
が
一
同
h
l

7
判
決

J

公
る
め
ヘ
亡
は
そ
れ
以
山
い
又
H
h
J

と
市
、
正
材
料
に
つ
い
と
十
円
札
与
れ
る

イ
一
判
長
、
お
刊
次
会
M
m
o

た
だ
?
九
ヲ
刊
日
4

へは

1
方
却
ぷ
刊
の
契
約
主
項
に
よ
}

百円九人、
y
h
b
解
約
梓
い
か
背
保
さ
れ
て
い
る
戸
工
士
似
出
に
一
)
の
世
買
を
小
「
止
Jv
る)、

崎
H

いし川片品川矧かじ
J
1
t
J
t

リ
サ
八
ク
の
負
担
ト
y

v

う
性
誌
が
あ
る
と

JAU

長
ご
れ
て
い
る
が
迅
」
れ
合
同
ヒ
万
円
、
ー
に
事
由

H
U
ー
に
な
る
滋
(
口
に
は
斗
て
は
ま
ム
な
い

一竹
l

叫
此
)
賃
借
権
立
た
の
片
価
。
坑
加

分
な
い
し
袖
光
甘
と
い
、
っ
引
債
に
つ
い
よ
円
台
μ
一
町
山
利
さ
れ
る
た
び
ー
し
肯
八
P
人
か
ぞ
の
ょ
っ
な
混
斤
の
主
m
H
4
A又
沼
で
き
る
こ
l
y

の
什
珂
引
九
九
百
が

疑
問
で
あ
る

f

川
町
一
軒
決
¥

U
ー
か
ら
れ
ト
ん
今
日
ぽ
、
更
新
料
の
4
F
h
論
に
お
い
て
、
主
新
料
特
約
J

勾
有
切
と
す
ふ
同
九
円
、
は
で
前
川
相
い
乃
対
州
h
r
!
円
た
さ
れ
て
い
る
の
に
対
〆
、

社
対
し
可
る
閃
?
は
刈
依
什
L
引

d
h
E
4
ミ
れ
f

、
い
ム
匂
と
い
、

1
一
と
で
あ
る
し
特
約
を
保
苅
し
に
-
た
オ
判
長
の
一

S
F公
判
決
了
原
審

h
i
刊
決
J

J

私、

巾

γ山
小
竹
に
州
門
〉
の
対
加
が
い
J
h
d
め
な
か
コ
た
っ
そ
れ
に

I
1、
日
付
制
ヘ
工
有
効
と
し
ず
ぶ
r

町
村
氏
は
、

更
汁
川
叫
は
買
い
竹
と
仁
ペ
与
口
川
up
人
の
事
業
、
り
収
的
の

郡
吉
信
成
寸
る
の
か
辺
川
口
で
あ
h

川
、
そ
の
文
払
に
よ
い
勺
白
川
山
山
人
は
川
清
仁
物
刊
の
淀
川
叶
を
継
続
4
る
}
こ
が
パ
も
さ
る

P

一
ー
か
ら
す
と
と
、
吏

K
F
は、
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般
に
賃
料
灯
油
究
な
い
9

J

前
払
、
百
口
市
明
治
一
え
一
株
枕
す
る
た
め
の
対
的
中
J

丹
迎
ピ

F
r
L
P
U
認
ハ
「
釣
な
引
慣
が
心
す
る
も
の
レ
解
す
る
の
が
作
J

J

1':;: 1刊副I究

で
あ
る
」

L
Y
L
て
刈
河
川
川
島
ピ
ド
ョ
屯
し
て
い
る
叫
児
剰
刺
に
、
山
下
帯
以
詐
と
投
ト
定
木
い
れ
況
の
刊
が
~
め
る
甲
と
を
凶
め
る
も
の

U
あ
る
(
伊
藤
秀
掛
川

T
旧

泊
借
家
制
約
に
詰
け
る
久
は
は
翠
刊
行
ハ
)
効
h
斗
-
口
市
加
除
出
版
、
一
へ
J

τ 

「
泊
料
円
補
完
な
い
ヲ
〆
円
仏
一
と
い
う
性
封
は
、
ボ
~
率
引
竹
特
約
九
氏
有
効
こ
す
る
先
/
打
裁
判
例
も
認
め
て
い
る
で
山
判
決
、
必
判
決
。
一
必
判
決
は
、
エ
只

笠
八
刀
什
の
、
主
と
し
て
包
材
の
尚
充
ト
y
L
L
の
仕
官
を
有
す
る
仙
川
山
収
が
の

U

判
的
川
川
む
あ
る
、
い
う
張
号
、
仏
国

J

笠
八
の
笠
宮
5
収
誌
と
解
さ
わ
れ
ゐ
レ
一

jc
一
賃
借
阿
佐
官
L

の
対
州
日
間
加
分
な
い

ν
械
也
八
ん
」

ζ

叫
訴
し
ぐ
い
ん
ω

コ
ハ
川
ノ
リ
決
は
、
諸
市
h
y
一
前
仏
会

μ山
d

、
民
科
の
桔
山
吉
山
と
い
う
竹
一
宵
の

し
バ
己
主
凱
貸
料
を
捕
士
す
る
い
止
ま
が
な
い
と
い
ペ
刊
直
で
γ
U
1
4
一
一
前
払
の
性
貰
の
み
を
必
め
た
が
、
本
川
一
斗
へ
は
有
右
の
同
日
買
ヰ
併

f
zす
ご
い
プ
今

川
町
中
志
津
P
J
マ
絞
拘
一
一
一
円

1
R

ま

担
口
氏
所
ド
」
却
な
判
示
紺
リ
枕
す
る
た
め
の
対
仙
λ
寸

L

と
い
う
え
号
は
ら
ノ
引
裁
判
刻
、
は
見
、
レ

J

れ
い
な
い
が
、
り
斗
τl
古

h
u
E
g
や
請
土
令
官
い
英
一
つ
い
て

に
平
ム
ヂ
ら
認
め
ら
れ
ご
ミ
と
貨
判
の
補
充
な
い
1

〕4
7
弘
以
外
の
m
m
R
J
4旬
、
一
三
」
い
苛
ま
れ

ωレ
#
子
〉
い
れ
る
へ
幌
町
リ
後
掲
工
九
六
角

f

二
一
ぽ
尚
北

。i以
は
、
主
t
K
L
Pい
の
削
旧
民
戸
、
川
穴
一
一
世
帯
技
官
の
対
仙
と

1
て
の
h
T
史
?
倍
以
借
比

mm化
の
け
一
仙
と
し
て
の
作
賞
は
d

】
全
に
は
台
忘
さ
れ
な
い
司
、
レ
一
が

あ
る
1

指
抗
寸
る
一
〕
に
ピ

L
、
契
約
芸
術
抗
サ
る
た
め
に
刈
阿
茶
支
払
わ
な
吋
れ
は
史
軒
を
担
治
さ
れ
る
と
い
う
手
怠
は
、
賃
貸
九
に
克
析
中
私
的

正
事
直
が
備
わ
る
こ
l

一
ば
通
常
号
、
ぇ
!
円
、
し
こ
レ
を
寺
、
マ
ヴ
リ
レ
例
外
問
亡
、
一
品
リ
、
「
員
判
の
袖
光
な
い
I

J

古
川
仏
と
い
う
性
質
と
の
閥
抗
廿
で
は
従
た

。Jb
の
kJγ
、一る

つ
ま
り
白
人
新
料
は
弟
義
的
に
は
官
わ
ず
ー
の
料
允
な
い
[
M
L
A
1
あ
り
、
宅
約
の
中
心
計
八
刀
h

泣
い
ー
に
い
、
一
る
(
帰
野
e

ぬ
掲

?
?
一
一
八
七
H
、
参
刊

こ
こ
で
、
時

z
し
え
い
の
は

木
刊
以
に
よ
る
ト
y

、
市
ん
新
料
は
!

L
b↑
土

i
r
-
-

時
需
に
は
位
、
判
と
長
に
戸
、
告
人
的
事
業
の
ば
日
の
一
部
主
惰

4
J
G
A
一

省
令

v
Eロ

J

も
の
戸
、
ふ
わ
、

純
粋
な
H

味
の
日
叫
に
は
区
民
し
て
い
る
い
に
じ
品
も
一
本
市
伐
の
伎
に
山
さ
れ
わ
ん
京
都
品
同
平
成
一
戸
阻

一
九
f
山
中
J
半
世
い
法

一
一
三
ス
九
「
勺
七
支
も
弘
山

J

h

古
川
明
約
市
行
場
人
川
し
粕
首
J
J
れ
な
い
-
Z
J
U
刈
川
ケ
仏
貸
付
け
で
な
い

-
Z
7刀
、
レ
雨
明
「
き
る
{
司
判
決
1
ふ

判
売
は
H
H
判
什
を
判
官

M
L一
ず
る
し
い
主
f
u

が
f

大
涼
p

門徒一目的

1
3
、
あ
/
三
一
じ
民
判
刊
で
あ
リ
、
ヲ
の
守
口
1
史
折
判
府
内
，
内
μ
司令ヘ
A
R
M
-
約
I
A

一
心

金
の
道
出
可
能
拾
に
か
か
わ
る

学
的
主
主
一
青
一
詰
ぷ
事
斗
{
」
古
川
ド
成

/、

一
〕
民
県
ハ
一
ハ
古
九
日

J

以
一
一
」
で
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、

:)lii;、法学¥(i:i ¥'2 3S0) 6Ufl 〆201:L7 I 



入、
f
金
納
れ
の
疋
め
は
入
、
ヂ
〆
得
心
地
院
の
汁
伍
に
悶
ず
る
定
め
で

h
る
か
h

叶
戸
条
…
田
川
市
内
要
件
を
ry
八
、
と
1

〆J
に
お
川
、
訓
告
f

刊
の

E
山
U
X
M
h
杯
じ
附

ん
ヲ
ゐ
中
七
条
ば
に
一
円
、
条
内
池
川
市
は
な
い
?
〕
い
λ

見
解
で
ふ
J
き
と
か
窺
わ
れ
入
品
か
、
h
f
z
ゐ

t
2
u
f
後
拘

¥ 

ノに

O
K
H
C
c
 

片
付
伐
に
、
ト
A
判
小
川
い
は
、
吏
」
「
将
司
弘
氏
は
「
A
H
皆川忙片山ん
J
M
枝
一
二
川
伐
の
当
主

4
札
方
爪
川
市
一
4
7
f
h
、
主
一
F
M判次人一
4
が
比
す
す
/
内
一
L

l

，
と
蒜
品
川
と
の
刊
正

伎
の
事
情
を
M

叫ん一
M

己
主

J

、
回
、
体
一
的
事
実
関
係
に
別
し
て
判
叫
附
さ
れ
る
い
¥
J
A
-
-

し
述
べ
る
一
方
一
じ
、
「
般
に
と
し
て
、
削
別
的
な
事
情
を
あ
る
は
府

度
和
製
し
た
ム
口
十
時
的
γ
万
里
解
明
者
毘
問
問

L
C
い
る
二
品
コ
回
・
役
目
的
一
ロ
ヘ
向
一
~

賃
貸
出
契
約
い
伴
、
つ

込
会
は
、

zh労
人
的

一
一
と
も
山
川
口
し
子

2
く

υ
t
J初
刊
の
取
得
額
れ
取
μ
J
ず
れ
の
仮
「
品
交
致
、

v」
該
物
件
内
刷
争
力
と
と
の
昨
々
な
宇
怖
を
考
慮
1

〆
て
だ
め
り

ιと
い
刈
仰
の
叫
引
を
惜
成
4
q

る
も
の
↑
ケ

あ
る

)

I

一9
7リ
以
い
、
引
事
者
が
そ
の
刊
川
口
を

H
体
問
に
ど
の
よ
っ
仁
川
川
一
両

F
る
か
仁
つ
い
て
、
き
思
の
紛
制
な
い
じ
比
え
ゐ
の
は
凶
山
げ
と
い
u

え
る

(
生
久
間

E

公
判
五
八
五
九
「
戸
、
)

凶

γ

戸
弗
訂
作
契
約
改
一
口
長
誇
収
什
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市
神
u
p
h
一
世
一
一
戸
刑
法
一
一
/
一
条
前
段
凶
レ
l
d
q

消
賢
者
以
ム
約
ム
札

(
J
一長

1山
、
河
川
泊
以
η
契
約
仁
お
け
る
片
的
久
八
点
を
知
弘
と
す
る
要
件
と
〆

f
¥

民
民
、
有
1
K
そ
の
州
内

1
K枠
内
公
の
秩
手
に
羽
〆

な
い
規

k
m
流
川
に
よ
ふ
仙
台
卜
比

L
、
治
安
梓
の
権
利

i

を
制
限
し
、
又
以
前
望
者
の
義
務
を
川
山
一
昨
す
る
条
項
」
?
あ
む
こ
と
へ
叫
段
吏
件
、

l
-
、

ムJ

白
一
戸
口
寸
ふ
L

h

h

沢
市
一
で
あ
る
ご
こ
(
待
以
前
バ
汗

J

に
分
か
れ
る

一
日
町

条
一
引
に
規
定
す
る
主
人
干
原
則
一
次

L
C
仙
普
伯
へ
い
利
一
持

4

史
料
料
特
約
一
の
川
資
者
以
ハ
約
法
一
口
長
f
A
1
j
性
有
~
ブ
ヤ
何
百
L
q
る
に
あ
に
っ
と
は
、

〈
〉
久
木
ド
い
げ
が
り
余
羽
川
一
効
力
判
広
の
基
本
と
な
る
下
悲
荒

k
」
を
ぜ
求
寸
る
た
め
、
ま

F
、

)
の
一
打
喜
田
辺
地
に
」
を
叩
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ヘ
ふ
け

μ

立
い
V
白
山
品
、
規
制
民

r円
切
昨
性
確
保
ト
と
円
、
つ
矧
片
炉
、

i

年一昨
u

閣
だ
は
明
リ
人
心
境
'
乙
で
あ
る
J

考
え
て
い
た
が
(
市
立
証
円
企
向
茨
小
川

「
議
会
一
肝
心
主
主
f

川
4
M
V台
ム
ブ
f
刊
日
(
川
け
い
ん

叩
λ
)

〕
J
M
4
以
務
、

P

一
}
い
し
一
つ

f 

(
)
〕

ペゾ

h
H
¥
A
f
説
け
山
、
判
例
1r
山
山
ー
さ
れ
た
I
r
l
〆
ノ
の
作

τ設
定
、
?
、
門
人
勾
に
閉
す
る
一
般
法
引
も
あ
ま
れ
る
し
い
う
の
L

刀
有
刀
説
一
~

山
本
企
L

治
史
古
川
安
心
h
法

ひ

宋

の

伴

内

F
J投
開
|
|
比
例
わ

コ
浅
の
ル
庁
間
同
同
組

N
H
L
I池
山
札

5
J↓一心

一
頁
k
u
r

、
人

£
ッ
ア

z
r
p
 

n
F
A穴

不
J

」
条
市
対
日
の
情
造
こ
民
間
s

ハ
J〕
日
パ
内
川
沿

f
)
J
川
例
等
ヶ
ぷ
め
ら
れ
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不
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の
位
置
胤
ー
た
ず
あ
れ
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斗
小
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有
の

1
1
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u
、
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τ
p
l
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予
見
仕
廷
山
氏
〆
い
)
げ
法
品
己
口
か
人
は
Jη
仁
れ
と
い

hv此ん円べ「問
1
E
J

わ
い
刈
建
物
y
口
同
日
常
担
ん
約
に
お
け
る
目
以
引
特
約

μ
刻
す
る
消
告
再
契
約
訟
の
い
旭
川
に
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)

J

1

、

川
γ

一司パ

ー
た
、
山
迫
の
本
当
は
h
ι
1

設
特
約
が
な
け
れ
ば
前
世
一
吉
ト
一
認
め
山
れ
t
u
L
7
」
は
ず
の
棉
利
荒

ハ
1
u
u
r
J

コ
U

げに
L

川
相
山
々

山
内
」
令
市
青
者
に
京
一
川
手
~
変
更
ー
と
い
る
よ
ん

X
か
で
あ

υ

町
丈
で
も
不
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ご
も
、
太
米
認
め
C
れ
る
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主
権
利
主
税
ヰ
胤
体
す
る
百
干
に
過
い
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な
い

か
九
乙
い
)
珂
引
に
よ
る
(
山
本
歌
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いい人十円誌芸
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則
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、

一
九
ノ
パ
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u
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L
i
、

i
f
l
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日
A

1
心
〕
右
折
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J
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一
立
、
司

T
U
1
q
〉
弘

J

三「
J

I
f
-
-

ト
レ
一

J
ふ

ろ

バ

U
7れ
f

一
政
的
な
川
抗
日
豆
も
含
ま
れ
。
」
と

L
、
明
文
の
泊

ι以
外
も
治
渋
青
学
、
け
れ
法
一
ヘ
パ

J

条
の

エム
7
1
日州
ι
じ

1
7
3
b

i
一

:
y
l
;
i

P

一
と
を
明
ら
か
に
工
ん
で
の
山
は
す
v

に
ヘ
パ
ー
法
が
斗
一
U

V

ご
い
た
v
)
V

木
判
九
カ
山
m
~
新
判
特
約
の
い
あ
力
判
断

γ
お
い

crh、拡
i

山
一
な
去
半
と
〆
、
い

L
「
打
玄
関
エ
で
あ
る
が
、
苦
悩
朱
土
恭
一
見
る
L

1

民
江
川
和
二
市
市

苧
円
相
仁
川
叫

七
の
白
川
)
叫
一
殺
的
な
は
忠
久
r
も
戸
ま
れ
る
L

と
池
パ
て
民
法
の
刊
は
う
れ
恰
川
市
、
約
に
悶

γ
る
呪
屯
咋

皆
J

一八
V
R山L
I

工
な
っ

C
い
る

?七

J
9

ど
げ
て
い
P
ん
よ
と
か
ら
、
松
川
寸
法
は
、
首
日
常
山
一
六
約
に
お
け
る
ほ
利
一
一
元
湾
問
M
m

い
/
J
L

仁川
1
M
m
な
ζ

い
よ
り
形
成
ミ
れ
て
き
た

同
一
い
去
を

友
一
疋
一
レ
主
も
の
と
問
、
わ
れ
る
へ
川
崎
町
信
掲
ヱ
ヘ
ヒ
{
一
ー
ハ
ヘ
員
参
悩
J
r

一ーヘィ、主主戸川斗
j

タに、

1
K
I
M
-
-
v
 

岨
九
一
川
九
世
宍
約
は
、
吉
川
バ
ヘ
が
初
f
A
つ
件
丸
山
人
住
町
さ
せ
ム
匂
こ
ー
を
約
し
、
宝
仙
ヘ
が
こ
れ
y
u
M
L
7、
百
科
f
I又
ょ
う
こ
と

歩
約
す
ん
P

)

1

〆
一
に
よ
へ
て
一
一
刈
力
芸
立

γ
司
令
「
仏

K
一
八
(
一
一
条
)
の
で
あ
る
治
人
、
更
新
判
長
羽
は
、

一
般
的
じ
は
百
円
川
伊
誌
約
の
要
素
手
f

土
橋
成

L
な
い

債
務
会
一
特
約
に
よ
り
首
借
入
に
負
わ
す
る
と
い
う
〉
ハ
眠
に
お
い
亡
、
任

Z
K
正
い
よ
る
M
W
合
に
沈
、
出
資
者
三
あ
る
泣
借
入
の
表
蒋
を
加
重
す
る
一

と
L
、
副
新
山
川
特
約
の
一
ハ
一
一
条
靖
段

JCi
位
十
一
認
め
る

J

本
相
次
は
、
更
新
料
を
只
科
そ
の
}
た
N
J
一
同
別
し
、
市
ん
新
山
町
は
弘
行
ふ
川
伊
人
約
の
要
素
え
品
市
川
一
叫

いな
L

い
う
〔
二
の
バ
ド
同
一
¥
主
事
件
ぃ
一
江
河
代
以
日
契
約
の
?
に
ぞ
れ
了
は
み
/
引
い

yγ
う
こ
と
の
日
峠
の
桜
ノ
f
n
J
K
U
4
J

て、

(
け
一
た
山
段
一
点
当
時
山
内

判
断
空
色
っ
と
く
る
と
考
え
ら
れ
る
百
羽
判
の
校
数
の
件
立
の
っ
す

J

I

賃
刑
判
的
袖
冗
主
い
し
引
払
の
間
一
当
も
買
誌
借
契
約
の
老
弁
す
な
わ
ι

J

賃
判
C

は
な
い

J
r併
す
る
な
ら
ば
、

山
県
公
司
副
つ
い
:
併
用
ハ
刈
の
山
炉
売
な
l
v
L
L
刷
会
と
し

fλ=告
さ
れ
七
場
〈
b
、
主
該
史
苅
刈
持
げ
し
の

っ
か
九
本
山
段
設
J
1
h

三
円
支
さ
れ
る

J

一
治
し
、
賃
料
の
柿
充
な
い
し
前
主
の
往
信
(
は
百
科
と
民
百
い
可

L
い
が
、
主
事
科
ト
川
一

z~ι
月
外
に
も
契
約
を
指
紋
4
q

る
た
め
の

社
社
の
性
げ
と
す
J
b
A
γ

三
れ
る
か
ム
純
粋
の
法
判
一
じ
は
な
い

t
v
)
主
臥I
い
川
内
解
4
3

ふ
ニ
レ
も
じ
さ
ム
ω
〔
後
者
の
叫
が
で
は
、
児
新
引
に
つ
い
て
半
事
背

両
で
川
叶
江
戸
H
p
h
w
椅
士
ん
な

!
l
前
主
ζ

L

L
ハ円意
J

寄
る
弔
合
は
ー
宣
h

引
い
ノ

L

L
の
ハ
ロ
告
と
し
て
判
外
的

け
金
川
ω
日
夜
コ
ゅ
は
一
ん
で
き
れ
ム
?
と

ノ
ロ
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に
な
る
ー
な
お
、
史
判
判
の
性
質
は
コ
条
ω
尽
一
試
該
当
件
刊
川
町
の
宅
虚
要
点
と
も
さ
叶
い
と
い

ω
か
ら
、
こ
の
部
分
で
も
以

L
述
べ
た
法
八
の
影
相
一
古
山

L

釘
ゐ
で
あ
h

λ

r

2
}
社
合
青
山
計
約
一
I

山
一
円
、
主
従
【
以
以
山
性

止
る
hhf
内
引
が
ア
ハ
当
久
本
市
引
と
さ
れ
七
九
J

L

3

か
を

f
t
d

州
!
一
ヲ
る
に
品
た

JJ亡、

1
J条
戊
の
内
詩
ピ
げ
に
言
H
l、
当
バ
呆
境
、
r
h
叫
効
に
な
る
こ
と
で
事

主
主
が
被
人
ω

不
利
玩
と
、

h
u
M
い
に
ご
ω-
こ
で
消
語
以
#
ι
β

伎
る
小
引
誌
を
官
時
と
す
る
1

い
う
考
え
ん
が
あ
る
一
一
川
市
絞
抱
一

J

一
円
は
、
九
円
以
z
m
F
h

つ
竹
や
さ
照
一
1

る
し
条
項
f
h
u
-
-

と
し
の
審
査
か
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
い
司
つ
則
自
む
ニ
の
ヰ
え
方
を
支
持
す
一
色
{
、
一
プ
ト
れ
ん
で
、
市
引
業
N
T
T

内
M
J
引
の
怠
様
わ
ト
巾

為
イ
ヤ
ヤ
〆
ス
の
引
弔
司
白
川
な
ど
、
ハ
令
市
有

ι外
の
安
売
も
考
古
v
h
『人わじわ
v
ζ

ぃ
、
「
苦
、
仁
方
も
あ
る
治
資
者
ζ

事
長
告
の
究
誌
や
刀
関
係
り
拍
子
よ
い
は
、

品
何
日
守
町
内
証
わ
性
質
、
締
結
川
内
浦
川
市
]
十
倍
、
ー
該
契
約
に
お
け
る
引
の
条
羽
去
と
、
製
約
虫
色
ー
刀
ら
小
当
目
ψ
刊
同
す
る
の
か
泡
い
u
f

一
い
え
る
か
い
こ
l

あ
る
(
訓
見
佳
男
「
史
的
法
珂
の
現
代
じ
H

(

右
諸
問
、
心
リ
阿
]

凶
買
a

二
八
ハ
互
い
今
出
)
叫
木
刊
は
は
、
「
以
夜
条
駅
の
件
目
、
製
品
目
が
点

虫却l料特ぶ1J)泊貨当事~~:':i iて U~を l 支 I;性

V

一1
1
2
つ
将
一

JJ
に
経
緯
、
出
萱
者
と
耳
一
走
者
ー
に
の
問
に
仔
す
る
目
い
刊
の
じ
及
び
巴
J
M

び
六
人
協
々
の
桔
売
そ
の
他
芯
般
の
事
情

JL似
合
老
け
旦
ー
し
て
判

新
一
す
の
;
一
し
、
お
り
、
後
十
守
山
守
川
崎
で
あ
る
(
山
本
曲
J
・
山
市
戸
山
論
点
一
一
H
J
つ
ま
た
、
信
え
川
に
よ
る
判
断
で
は
、
従
米
内
権
刊
ヱ
以
内
れ
設
に

闘
す
乙
坊
ヨ
で
も
(
切
の
阿
川
市
ρ
結
が
き
山
ゆ
宣
さ
れ
て
5
λ
L
Y
V
(
治
空
v
h
庁
a

p

明
利
吾
口
一

一
員
て
そ
の
必
に
裁
判
官
が
り
め
ら
底
ヲ
る
?
と
が
一
~
去
る
事

清
一
一
~
し
y
k

の
赤
川
山
用
だ
よ
ち
あ
る
の
が
月
一
ま
1
d

い
一
l
八
戸
・
山
持
14
一門司一人い
I

H

{

は
五
民
、
山
世
治
情

き
山
市
仏
改
正
三
川
、
約
下
山
門
L

h

仙
の
ス
一
心

I
I

、lf
ノ
li--

〆、

小
一
〕
ニ
ハ
〉
寸
:
ー
本
判
決
は
、
ふ
る
条
羽
山
」
円
高
則
違
以
性
を
判
笛
す
る
基
準
も
た
不
し
て
い
;
参
考
に
な
る

十
十
干
刊
ハ
は
、
更
新
斗
汗
約
が
信
長
川
則
ド
反
す
る
か
日
ぐ
っ
ふ
の
打
、
体
的
抗
附
に
お
い
と

史
新
川
刊

i
L
~

払

h
H法
的
合
月
日
性
が
品
る
一
工
〕

一
定
の
抗
域

=
お
け
ん
山
ん
新
料
7
f
h
C公
3
品
川
が
あ
る
こ
と
、
従
前
の
裁
判
叶
l
町
村
札
前
♂
下
流
M
y
h
b
L
Aん
長
か
わ
特
約
が
八
F
U

序
以
俗
い
反
J
q
る
な
と
と

J

て
υ
コ
校
J

M

は
十
』
叫
レ
さ
れ
y
L

こ
な
か
勺
た
こ
と
、
閉
山
約
吉
¥
の
史
判
判
に
閉
す
る

f
k
的
子
つ
け
(
仏
間
な
3
L
載
が
あ
る
「
と
、
そ
札
に
よ
リ
旺
剖
料
の
支
払
f
~

つ

J
r

て
の
ω
一宇野

hw
川
保
な
へ
活
か
み
ゐ
こ
l
J
官
必
ず
げ
、
悼
し
む
は
一
ハ
ソ
朱
円
円
以
[
な
い
と
す
る

条
項
の
内
日
!
と
前
結
過
粁
エ
ゲ
υ

川
崎
間
的

F

に
含
刊
行
耳
目
》
す
る

能
小
一
一
、
あ
る
(
一
枚
目
後
舟
一
ハ
、
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〕
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去
γ

品
町
付
び
に
つ
い
て
は
、
更
新
川
竹
内
性
自
に
つ
い
て
刀
判
一
出
品
酢
一
片
で
検
刊
し
人
よ
フ
に
史
前
材
料
い
対
応
引
が
ヰ
め
ら
れ
、
史
Jd

材
料

2

ん
払
は
詳
同
町

1':;: 1刊副I究

合
血
性
の
一
応
ゐ
七
為
レ
一
い
え
ゐ

諦
結
逃
転
に
つ
1

て
ほ
、

，
九
叫
氏
一
先
す
っ
ん
新

μ
ほり約
r

ハ
有
効
峠
J
7
f
f危

j
る
庄
の
一
一
利
芹
故
小
リ
川
川
れ
¥

史
話
料
同
出
川
、
官
民
信
契
約
作
、
つ

一
昨
ハ
ム
!

1

V

ご
数
引
拡
あ
る
い
は
係
正
九
も
と
い
っ
名
円
で
契
約
時
に

五
日
出
ヂ
差

d

引くに白井ゲ」
H
A

め
る
持
メ
汁
ペ
ハ
特
灼
に
つ
い
て
刊
小
〕
、
そ
れ
を
有
刈
ζ

し
~
紋

T-γl叫

川
紀
い
一
民
八
吉
川
#
」
一
号
I
U
O
一
貫
、
お
よ
び
長
蛇
平
成
一

川

i
H
1
y
b
比
較
1
て
検
討

4

七
二
平
常
民

〆

手

当

j
j
J
J

し
ま
ず
、
木
川
決
と
特
約
を
ι

需
品
と
一
ヲ
る
下
級
否
裁
判
閃
と
は
、
特
約
の
合

E
買
す
の
J

j

め
に
要
求
す
る
説
明
克
務
の
粁
】
む
に
つ
い
で
末
、
が
あ
る
ん
叫

刈叫し
Y

A

ヲ
ム
匂
叫
辻
、
官
官
人
に
、
更
新
科
の

MHH
戸

U
Y
J

一
刊
甘
い
門
会
前
山
、
一
ψ
刊
誌
、
が
判
山
川
な
L
f
~

や
反
対
給
付
(
治
判
決
、
、
け
レ
{
ん
出
ん
刻
制
定

ム
と
に
/
J

い
と
の
法
的
町
制
点
ふ
づ
い

J

の

A
mム
タ
求
町
、
そ
の
よ
う
な
説
明
が
な
い
た
円
に
ん
明
示
か
あ
れ
、
一

H
T人
ド
片
側
川
一
小
川
町
民
わ
)
ー
も
の
を
ι
R
h
h
h

せ
〆
、
方
別
に
不
利
/
九
千
七
課
t
と

ζ
~
-
そ
札
に
対
}
ご
本
判
決
は
、
特
約
が
史
的
苦
に

義
的
テ
つ
は
(
作
的
に
「
刊
日
教
さ
れ
、
い
て
、
当
事
古
の
同
一
に

更
新
料
の
土
弘
に
一
J

一
い
て
明
確
な
合
志
が
叶
叫
す

L
亡
し
れ
ば
格
差
は
J

正
く
、
読
仰
は
有
効
ト
と
す
る

υ
坊
で
止
も
っ
本
字
況
に
お
て
川
予
約
の
台
↓
起
点
リ
↓

h

公
安
な
明
町
巴
の
村
氏
は
低
い
と
い
え
る

点
判
決
わ
原
百
(
川
I
)

判
決

は
、
賃
借
b
ょ
っ
円
、
む
判
ド
ヰ
一

H
h
r
J

物
の
佐
円
川
収
仕
の
対
四
レ
必
弘
〆

J
I

、
い
丈
レ
ば
認
め
M

吐く、

J
一
い
ぜ
い
、
単
い
は
泣
伶
抑
人
約
史
訊
昨
f
h
支
払
わ
れ
る
金
設
し
r
j
A
議
〕
ご
い
た
に
と
と
ま
る
日
能
性
も
十
分
あ
る
と
i
t

日
行
人
炉
型
新
判
に
つ
い
て
、
ー
史
剰
の
際
に
え
払
を
認
す
る
主
民
で
あ
り
、
そ
れ
が
笠
受
へ
の
収
へ
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
共
渇
の

d
識
が
点
れ
ば
、

史一
jUW
村
刊
の
立
引
町
一
い
つ
い
て
の
賃
貸
人
三
日
結
人
の
リ
ま
は
合
改
し
ご
い
る
1

い
つ
べ
き
一
主
張
寸
る
の

μ
対
し
て
、
一

jTて
帝
の
際
に
丸
払
を
更
、

笠
位
入
の
収
人
に
な
る
金
百
円
と
引
山
市
1
(

夕
、
い
丈

カ〈

川FJい
い
司
「
的
功
の
段
以
収
誌
の
川
師
』

で
あ
ぶ
こ
と
を
詑
高
〕
♂
に
い
た
こ
と
に
は
主
、
つ

こ
止
べ
-
、
人
」
殺
成
i

ド
主
人
H
4
中
心
し
、
い
る
一
こ
の
よ
う
な
は
る
対
し
て
、
六
万
円
は
、
広
審
古
市
民
セ
ヲ
心
社
臨
時
川
の
ハ
ォ
意

i
p
は
が
要
で
品
ノ
、

ド
門
一
行
合
い
却
な
れ
を
継
続
寸
る
た
め
い
ト
史
布
引
際
正
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ん
&
い
今
回
日
、
ご
い
う
〆
ベ
ン
の
設
以
で
足
り
と
L

い
う
X
ご
え
五
ご
あ
る
と

J

排
出
さ

れ
る
ヘ
荒
川
州
e

後
拐
犬
八
叶
J

)

し
心
J
4ノ
¥
L
F
b
、

一
川
余
L

一
J

て
更
新
料
を
技
一
三
一
2
0
H
R
告
へ
は
、
で
の
よ
ろ
会
も
の
と

υ
、
仲
良
川
区
司
情
事
業
を
点
誌
レ

と
お
り
、

i

一穴
w
円
以
W
J

一E
て
社
朱
は
、
史
料
?
〕
ハ
に
時
四
一
代
日
人
心
事
全
の
収
詩
的

日出
J
h
t

清
成
ー
す
る
仰
が
冊
立

f
一
位
べ
ゐ
さ
}
九
か
ら
、
以
上
内
レ
ベ
礼
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じ
の
州
当
事
者
の
認
一
哉
の
実
右
4
H
P
に
更
新
判
ヂ
ト
女
川
に
合
併
の
あ
る
も
の
と
あ
る
レ
い
つ
川
一
請
を
場
い
て
L
乙
と
与
λ
ら
れ
る
(
崎
町
・
後
持
六

一巳勺人会出、

と
こ
ろ
で
、
数
引
特
別

γ
間
す
F

之
削
判
荒
川
町
山
平
成

同
も
、
L
V
」
事
u
u
同
で
古
詩
歌
川
、
c
が
述
常
帰
耗
荷
怜
官
府
内
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